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とハチとの接触によって起こる蜂群の駆除が分

布を制限している.

ニホンミツパテの野生群は樹幹の空洞を始め

として,多くは閉鎖空間に営巣するが (岡田,

1985),開放空間に自然巣が作られる珍しい例

が報告されている (佐々木 ･岡田,1988;井

上,1989).1996年3月～11月の間,町田市

生活環境課や公園管理課より自然群処理の依頼

を受けたり,周辺の市町の方より直接連絡を受

けた野生群の営巣状況や蜂群の回収結果を表 1

に示した.野生群 18群の内,開放空間の自然

巣が公園内のフジ棚の下や個人住宅内のカキノ

辛 (図 10)に3群のみつかった.これらは3-

4枚からの巣板を保有し,蜂群としては大きな

ものではなかったが,愛媛県今治市で家屋の軒

下に造られた前年からの越冬群 (図 11,1984

年7月)は,保温効率を高めるためと考えられ

る特別な構造の造巣がみられた.

(2)木箱,空き缶内の自然巣

放置しておいたセイヨウミツバチの空巣箱や

リンゴ箱などの木箱には,野生群の営巣がしば

しば確認され,二ホンミツバチの好む空間であ

る (岡田,1985,1990).神奈川県相模原市で

造園用の道具箱として利用していた箱に自然巣

ができ,蜂数の非常に多い群を形成していた.

珍しいものとしては,キイロスズメバチの古

巣を利用した自然巣 (市野 ･岡田,1994)や

1994年に東京都府中市で見つかった一斗缶内

の営巣である (図 12).この群は筆者のもとに

寄贈され,1994,1995年には分蜂の発生はな

く,1996年に一回分蜂が起こったO母群は回

収することができ,一斗缶内の新女王は交尾を

し,3年目を迎えようとしている.

(3)人工の建造物内の自然巣

これまで家屋の天井裏,床下,物置小屋,雨

戸の戸袋,神社の仏堂,石灯寵,墓石の納骨場

所,土管,炭焼きがまの内部などに自然巣が造

られていることが報告されている (岡田,

1963,1985,1986,1990,1991;工藤,1967;

松浦,1969;藤原,1990;浅田,1991).

自然巣が見つかると,｢よくも,このような場

所を探し出すものだ｣と関心させられることが

多い.神奈川県相模原市当麻 (1993年9月)で

の家屋床下の自然巣は,広い空間と蜜源の多い

周囲の環境から,巣板 6枚からなる大きな群で

あった (図 13).この群の働き蜂と女王蜂は二

酸化炭素で麻酔してすべて回収できた.

山梨県北巨摩郡白州町 (1985年7月)の神

蓑1 1996年に町田市とその周辺地域で確認された自然群の営巣状況

処 理 日 営 巣 場 所 自然群営巣状況 処 理 状 況

3月19日 町田市南大谷 家屋床下

4月24日 多摩市連光寺 スダジイ内

4月27日 町田市図師 ダンボ-ル箱内

5月 9日 町田市小野路 家屋床下

5月30日 町田市玉川学園 モモの木-分蜂

6月 7日 町田市上小山田 マツの木へ分蜂

6月11日 町田市玉川学園 フジ棚下自然巣

6月25日 町田市忠生

6月25日 町田市高ヶ坂

7月12日 相模原市下溝

7月18日 町田市森野

7月25日 町田市本l町田

8月 5日 横浜市旭区

家屋床下

コンクリート階段内

雨戸戸袋内

家屋換気扇内

クスの木へ分蜂

カキの木に自然巣

8月 9日 相模原市当麻 セイヨウミツバチの自然巣

8月12日 川崎市宮前平 カキの木に自然巣

9月25日 町田市高ヶ坂 マツの木へ分蜂

10月31日 海老名市門沢橋 物置小屋内

11月 8日 鎌倉市極楽寺 イチョウ内
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竺 : ･ 蘭

図10開放空間の自然巣
上段:公園内のフジ棚に造られた自然巣 (東京都町田市,1996,6)
下段:住宅内のカキの木に造られた自然巣 (神奈川県横浜市,1996,8)

図11 家屋の軒下に造られた自然巣(愛媛県今治市,

1984,7)

社の床下に営巣していた自然巣を調査する機会

を得た (図 14).神社の好意で床を切り取り,

巣全体を取り出すことができた.この自然巣は

巣板 12枚からなり,重量は7.1kgであった

が,調査時には女王蜂のいない働き蜂産卵群と

図12一斗缶内に造られた自然巣 (東京都府中市,
1994,5)

なっており,約 7000匹の働き蜂,1200匹の雄 芸

蜂,それに働き蜂巣房中で発育中の700匹の雄

蜂の桶から構成されていた (Yoshidaeta1.,

1987,1995;佐々木,1989).この自然群から

は,雄蜂とミツバチへギイタダニの関係につい

て貴重なデータを得ることができた (後述).

神奈川県相模原市上鶴間 (1990)の屋敷内の

設けられた小さなはこらに営巣が見られた (図

15). コンクリート土台と床の間の通気口が巣

図13 家屋床下の自然巣(神奈川県相模原市,1993,9)

門となり,高さ20cmの床面全体に造られた自

然巣には驚かされた.物置小屋の自然群として

は,神奈川県海老名市郊外 (1996年10月)の



図14 神社の床下の自然巣(上;矢印の場所が巣門)

と取り出した自然巣 (下)(山梨県北巨摩瓢

1985,7)

家屋内の使われていない物置に自然巣が3年

の間造られた.わずかに開いたドアの隙間を巣

門にしており,家族の要請で働き蜂は二酸化炭

素で麻酔し,蜂児巣板,蜜巣板は巣枠に取り付

けて,蜂群はすべて可動巣枠式巣箱で飼育を継

続している.

石灯寵,墓石の石材やコンクリート製の土管

内に自然巣が確認されいる.さらに,コンクリ

ート製の土留め石垣の隙間も営巣に適している

場所であり,長崎県島原半島 (1986年 5月)と

神奈川県横浜市 (1993年 10月)に確認するこ

とができた.長崎県島原半島の自然巣は雲仙岳

への登山道の途中で,50m程の石垣に12群が

営巣していた.これらの群は母群がどれである

かを確認できなかったが,生息密度は非常に高

いものであった (図 16).横浜港に近い横浜市

の場合は,市営住宅の奥にある石垣で,住宅の

問を飛び交う働き蜂による洗濯物への糞害に3

年間も悩まされていたという.住宅自治会の強

い要望で,残念ではあったが石垣の巣門を閉じ

るはか手だてはなかった. 一つづく-

図15 小さなはこら内の自然巣 (上;矢印の場所が

巣門)と床一面の巣板 (下)(神奈川県相模原

市,1990,3)

図16 コンクリート製の土留め石垣内の営巣 (長崎

県島原,1986,5)
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